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まちづくりアンケート調査にご協力いただきありがとうございました。

「大宮駅西口まちづくり方針」では、統一感のある街並み形成を図ることとしております。この
ため、皆様の街並み景観形成や誘導手法に関する意見把握を目的にアンケートをしました。つきま
しては、結果がまとまりましたので、報告します。

■アンケート調査結果の概要

■調査対象 大宮駅西口第三地区内の土地・建物所有者及び入居者又はテナント
■調査期間 令和２年３月５日 ３月３１日
■配布方法 ①地区外権利者に対しては郵送配布・郵送回収

②地区内権利者に対してはポスティング配布、郵送回収
■回収状況 配布数 ８６４票、回収数１５０票（回収率 １７．４％）

（1）回答者について

■対象地区

大宮駅西口第三地区（Ａ Ｅブロック）
大宮駅西口第３－Ｂ地区
大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区
都市計画道路 桜木１号線
都市計画道路 桜木２号線

■居住、営業または賃貸している地区

回答者のその
他（対象地区
外 ・ 無 回 答
者）が1/4を占
める結果とな
りましたが、
各ブロックか
ら回答をいた
だくことがで
きました。

■土地・建物等の所有等の状況

回答者の大半
は「地区内に
土地と建物を
所有」または
「入居者又は
テナント」の
方となってい
ます。
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アンケート結果をご報告します！



（2）具体的な取組ルールの考え方について

「大宮駅西口第三地区まちづく
り方針」における将来像「にぎ
わいのあるまち、安心・安全な
まち」を実現するために、4つ
の方針を定めています。

◆４つの方針
Ⅰ. 土地利用の方針  人が集い、にぎわい、くらしやすいまち
Ⅱ. 道路ネットワークの方針  安全・防災のみちづくり
Ⅲ. 歩行者ネットワークの方針 歩きたくなる空間づくり
Ⅳ. 緑の方針  身近な、心地よい空間づくり

これらの4つの方針を実現するために、どのような取組が必要か、以下の7項目から重要と思うも
のを3つ選び、優先度の高い順に1番目から3番目までを選んでいただきました。

■優先順位の積上評価 （第1優先度＝3、第2優先度＝2、第3優先度＝1とした場合の評価）
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ア 商業・業務系土地利用への誘導

イ 立地が望ましくない用途地域の制限

ウ 街並み景観に関する配慮

エ 道路境界部分の空間確保

オ イベント広場の確保

カ 歩行者優先の道路の確保

キ 緑化の推進

ク その他

（ポイント）第1優先度 第2優先度 第3優先度

最も優先度の高い項目は、「イ.立地が望ましくない用途地域の制限」で、第1優先度及び第2優
先度ともに高い位置づけが行われています。次いで、「ア.商業・業務系土地利用への誘導」「カ.
歩行者優先の道路の確保」「エ.道路境界部分の空間の確保」のポイントが高い結果となりました。

ア． 商業・業務系土地利用への誘導
１階部分はにぎわいを形成するために、住居系の用途を制限し、商業・業務系の用途にする。

イ． 立地が望ましくない用途地域の制限
本地区の風紀を乱すような風俗営業の施設や工場・倉庫などを制限する。

ウ．
街並み景観に関する配慮
地域全体で統一感のある景観としていくために、建物等のデザイン（色彩・屋外広告物など）については地域全体で
取り組んでいく。

エ． 道路境界部分の空間の確保
道路境界部分に空間を確保し、植栽や休憩スペース等の設置など、まちのにぎわいにつながる取組を行う。

オ． イベント広場の確保
敷地に余裕がある場合には、建て替え等において地域のイベント活動で活用可能な広場空間を確保する。

カ．
歩行者優先の道路の確保
歩行者と自動車の分離（歩道設置）や不要な通過交通が地区内に流入しないように、自動車が速度を出しにくくする
取組を行う。

キ． 緑化の推進
建物を建て替える際には、敷地内の空地への植栽、壁面・屋上における緑化などの取組を行う。

ク． その他（具体的に）



地区独自ルールとして、下図に示す
「ガイドライン」「協定」「地区計画」
等の一般的な導入検討が考えられます。
「大宮駅西口第三地区」において、地

区独自のルールを定めることに関して好
ましいと考えている項目を選んでいただ
きました。
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■地区独自のルールについて（単純集計）

※複数回答あり

地区独自のルールを定める場合は、定める範囲が狭
く、拘束力・強制力が高い「地区計画」が62.1%と高
く、次いで、「ガイドライン」25.8%、「協定」
25.0%となりました。

（3）地区独自のルールについて

（4）自由意見について

自由記入欄に記載された、主な意見概要を以下に整理しました。
【環境（日照・騒音・緑など）に関する意見】
・日照条件のシミュレーションが知りたい。
・イベントスペース設置による騒音問題が気がかりである。
・現在の広場イベントの騒音問題にも悩まされている。
・交通量が多くなり、騒音が気になる。
・夜間治安が気になる。
・緑に囲まれた自然豊富な街でありつつ利便性のある街
・安心して子どもたちが外で遊べる安全な街
・みどり豊かな通り、子どもが集まれる公園等も必要
・地区内にて協力し合った緑地スペースが出来る事を望みま
す。

【交通（歩行者・路上など）に関する意見】
・駐車・駐輪場が不足している。
・喫煙スペースの整備への対応
・自転車の走行問題への対応
・歩行者を優先とした道づくり
・ペデストリアンデッキへの直結

【再開発事業に関する意見】
・開発の進捗が滞っている、早く事業に取組んでほしい。
・開発の進捗状況を知らせてほしい。
・再開発は高層化で解決するような街づくりは行ってほしく
ない。

・地権者へのメリットは何か。住民が賛同できる開発の検討
・既存建築物など周辺への配慮

【安心安全（防災・防犯）に関する意見】
・夜間の治安の悪さから、夜間照明への配慮
・パトロール活動等による防犯対策
・避難場所や備蓄倉庫の整備・設置
・防火・防災に力を入れてほしい。

【居住やまちなみに関する意見】
・広場や低層建物もある美しいまちづくり
・統一感のある街並みづくり
・暮らしやすい住環境（都市居住）への配慮
・高齢者、子ども、障害者にやさしいまちづくり
・西口らしさを作っていただきたい。
・子どもの遊べる環境への対応

【その他に関する意見】
・区画整理の際には歩行者への配慮、再開発建設時には治安
維持をお願いしたい。

・緑化を工夫した屋上利用
・緑化や景観に配慮した、安全性の高いまちづくり
・緑豊かな美しい大宮のイメージの継承

【アンケート結果に関する意見】
・住民に適時なまちづくりの経過、進捗、アン
ケート等の相互交流、説明などを実施いただき
たい。



さいたま市 都市局 都心整備部 大宮駅西口まちづくり事務所
〒330-0853 さいたま市大宮区錦町682番地2 大宮情報文化センター(JACK大宮)6階
TEL 048(778)8452 FAX 048(778)8625
E-mail omiya-nishi-machidukuri@city.saitama.lg.jp

ニュース内容の問い合わせ先

（5）現在の第３－Ｂ地区及び第３－Ａ・Ｄ地区の事業の状況

■第３－Ｂ地区 （大宮駅西口第３－Ｂ地区市街地再開発組合 監修）

■第３－Ａ・Ｄ地区（大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区市街地再開発準備組合 監修）

・令和2年７月より地区内権利者の皆様に、組合設立の個別面談を実施しております。
なお、組合設立は今年度中を目標としております。

（6）地区独自のルール策定へ向けて（予定）

アンケートでいただいたご意見を受け、地区独自のルール策定に向けた検討を進めてまいります。
また、継続的にまちづくりＮＥＷＳを発行し、情報提供させていただくとともに、具体の事業を進
めている地区の皆様におかれましては、更なる意見交換をさせていただく機会を設けようと考えてお
ります。
今後とも皆様におかれましては、地区のまちづくりに対し、ご理解、ご協力いただきますようよろ
しくお願いいたします。


